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花
日
本
計
量
機
器
工
業
連

合
会
（
宮
下
茂
会
長
）
は
、

8
月
　
日
に
「
不
確
か
さ
に

22

関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

す
る
。

　
計
量
計
測
機
器
の
性
能
や

測
定
結
果
の
判
断
と
し
て
、

「
不
確
か
さ
」
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
、
不
確
か
さ

に
関
す
る
研
修
会
や
講
習
会

が
開
催
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
実
際
の
生
産
現
場
等
で

は
、
不
確
か
さ
の
評
価
技
術

は
十
分
に
使
い
き
れ
て
い
な

い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　
不
確
か
さ
に
つ
い
て
、
初

歩
的
で
取
り
組
み
や
す
い
実

務
的
な
講
習
会
を
望
む
声
に

応
え
、
本
セ
ミ
ナ
ー
が
企
画

さ
れ
た
。
同
会
は
多
数
の
参

加
を
期
待
し
て
い
る
。

【
日
時
】
8
月
　
日
峨
　
時

22

13

　
分
〜
　
時
　
分

30

16

30

【
会
場
】日
本
計
量
会
館（
東

京
都
新
宿
区
納
戸
町
　25

1
）

【
演
題
・
講
師
】「
現
場
に
お

け
る
不
確
か
さ
の
使
い
方
」

三
興
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
㈱
田
村

純
氏

【
参
加
費
】
5
0
0
0
円

【
申
込
方
法
】
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
送

信
。
定
員
（
　
名
）
に
な
り

70

次
第
締
切
。
参
加
費
は
当
日

会
場
で
支
払
う
。

【
申
込
、
問
い
合
わ
せ
先
】

花
日
本
計
量
機
器
工
業
連
合

会
（
担
当
：
市
川
）、
電
話
0

3

3
2
6
8

2
1
2

1
、
F
A
X
0
3

3
2
6

8

2
1
6
7
、
電
子
メ
ー

ル

不
確
か
さ
セ
ミ
ナ
ー
実
施

意
味
、使
い
方
を
レ
ク
チ
ャ
ー
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東
京
都
計
量
検
定
所
は
、

食
品
等
の
内
容
量
不
足
を
防

止
す
る
た
め
、
6
月
　
日
か

15

ら
7
月
5
日
ま
で
の
延
べ
　15

日
間
、
都
内
全
域
で
、
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
中
心

に
、
駅
ビ
ル
、
食
品
製

造
所
な
ど
生
鮮
食
品
等

の
商
品
量
目
立
入
検
査

を
実
施
し
た
。

　
立
入
検
査
を
行
っ
た

2
5
1
事
業
所
の
う

ち
、
検
査
商
品
数
に
対

す
る
不
適
正
商
品
数
の

割
合
が
5
％
を
超
え
た

不
適
正
事
業
所
が
　
事
業
所

20

あ
り
、
不
適
正
事
業
所
率
は

8
・
0
％
だ
っ
た
。
都
民
の

購
入
機
会
が
多
い
ス
ー
パ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
の
不
適
正
事
業

所
率
は
9
・
3
％
だ
っ
た
。

　
検
査
商
品
点
数
1
万
3
3

9
8
点
中
、
計
量
法
に
定
め

る
許
容
誤
差
（
量
目
）
を
超

え
て
不
足
し
て
い
る
不
適
正

商
品
は
1
8
1
点
、
1
・
4

％
あ
り
、
内
容
量
が
　
％
を

10

超
え
る
不
適
正
商
品
は
　
点
32

（
0
・
3
％
）
あ
っ
た
。
結

果
は
概
ね
適
正
で
あ
っ
た
が

表
記
量
1
5
0
g
の
焼
肉
用

牛
バ
ラ
肉（
売
値
7
8
0
円
）

が
1
1
9
g
し
か
な
く
、
金

額
に
す
る
と
1
6
1
円
の
不

足
と
な
る
例
も
あ
っ
た
。

　
不
適
正
の
主
な
原
因
と
し

て
、　
・
5
％
が
風
袋
に
起

65

因
す
る
も
の
（
は
か
り
へ
の

風
袋
量
設
定
ミ
ス
：
ワ
サ

ビ
、
タ
レ
等
の
添
え
物
を
内

容
量
と
し
た
も
の
）、　
・
8
27

％
が
自
然
減
量
（
水
分
の
乾

燥
に
よ
る
も
の
）、
6
・
7
％

が
粗
雑
な
計
量
（
ラ
ベ
ル
の

貼
り
間
違
い
、
雑
な
計
量
作

業
な
ど
）
で
あ
っ
た
。

　
同
一
商
品
に
複
数
の
不
適

正
商
品
が
あ
っ
た
事
業
者
に

対
し
て
は
、
関
連
す
る
商
品

全
て
の
再
計
量
を
指
示
し

た
。
ま
た
、
不
適
正
事
業
所

の
　
事
業
所
に
対
し
て
、「
改

20
善
指
導
」
を
行
っ
た
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
者
へ
は
、

後
日
、
再
度
立
入
検
査
を
実

施
、
そ
の
際
改
善
さ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、
改
善
勧
告
等

の
計
量
法
に
基
づ
く
措
置
を

行
う
。

夏
期
商
品
量
目
立
入
検
査
結
果

牛
バ
ラ
肉
1
6
1
円
分
不
足
も

　
経
済
産
業
省
は
、
計
量
制

度
見
直
し
に
関
す
る
説
明
会

を
全
国
で
開
催
す
る
。
8
月

上
旬
開
催
の
北
海
道
、
九
州

ブ
ロ
ッ
ク
（
本
紙
7
月
9
日

付
2
6
3
6
号
既
報
）
に
続

き
、
8
月
　
日
に
東
北
、
8

25

月
　
日
に
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
で

29
説
明
会
を
実
施
す
る
。

　
説
明
会
は
2
時
間
程
度
。

「
計
量
制
度
検
討
小
委
員
会

報
告
書
案
」
の
内
容
を
説
明

し
、
参
加
者
か
ら
質
問
、
意

見
を
受
け
付
け
る
。
参
加
希

望
者
は
、
各
開
催
地
の
経
済

産
業
局
に
申
し
込
む
。

　
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
は
、
当
初

設
定
し
て
い
た
　
時
か
ら
の

13

説
明
会
が
満
席
と
な
り
、
現

在
は
同
日
　
時
　
分
か
ら
行

15

30

わ
れ
る
第
2
部
の
申
し
込
み

を
受
け
付
け
て
い
る
。
申
し

込
み
多
数
の
場
合
は
、
1
団

体
か
ら
の
参
加
人
数
を
制
限

す
る
場
合
が
あ
る
。

　
今
後
は
9
月
に
中
部
お
よ

び
四
国
、　
月
に
近
畿
、　

10

11

月
に
関
東
の
各
ブ
ロ
ッ
ク
で

の
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。（
各
地
域
の
開
催
要
項
な

ど
、
詳
細
は
随
時
本
紙
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
）

【
日
時
・
会
場
】〈
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
〉
8
月
　
日
画
　
時

25

15

　
分
〜
　
時
　
分
、
仙
台
合

30

17

30

同
庁
舎
6
階
第
1
・
2
会
議

室
（
仙
台
市
青
葉
区
本
町
3

3

1
）〈
中
国
ブ
ロ
ッ

ク
〉
8
月
　
日
峨
　
時
〜
　

29

14

16

時
、
広
島
合
同
庁
舎
1
号
館

附
属
棟
2
階
大
会
議
室
（
広

島
市
中
区
上
八
丁
堀
6

　
）
30【

内
容
】
計
量
制
度
検
討
小

委
員
会
報
告
書
（
案
）
等
に

つ
い
て
説
明
。

【
参
加
対
象
者
】
誰
で
も
参

加
可
能
。 

【
申
込
方
法
】
会
場
準
備
の

た
め
事
前
登
録
が
必
要
。
申

込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
F
A
X
で
送
信
。 
申
込

書
は
各
経
済
産
業
局
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
る
。

【
参
加
費
】
無
料

【
問
い
合
わ
せ
先
】
内
容
に

つ
い
て
：
経
済
産
業
省
知
的

基
盤
課
計
量
制
度
見
直
し
担

当
、
電
話
0
3

3
5
0
1

9
2
7
9
、
会
場
・
申
し

込
み
に
つ
い
て
：〈
東
北
ブ

ロ
ッ
ク
〉
東
北
経
済
産
業
局

消
費
経
済
課
、
電
話
0
2
2

2
1
5

9
8
8
7
、F

A
X
（
申
込
書
送
付
先
）
0

2
2

2
1
5

9
4
6

3
、

〈
中
国
ブ
ロ
ッ
ク
〉
中
国
経

済
産
業
局
産
業
部
消
費
経
済

課（
担
当
：
原
田
、岡
崎
）、電

話
0
8
2

2
2
4

5

6
7
1
、
F
A
X
（
申
込
書

送
付
先
）
0
8
2

2
2
4

5
6
4
4
、

立入検査のようす
（6月15日、西武百貨店渋谷西武店で）

太田忠（JFEアドバンテック叙）佐伯精二（大和製衡叙）

渡辺真司（叙クボタ計装） 萬代猛（除日本穀物検定協会）

大谷明（生活協同組合コープこうべ）

中口敏樹（阪神サイロ叙）

高田勲（叙コベルコ科研）

水田純一（鋤日本海事検定協会） 松本隆之（鋤日本油料検定協会）

有馬馨（松谷化学工業叙）

【
訂
正
】
7
月
　
日
付

16

2
6
3
7
号
4
面
の
花

兵
庫
県
計
量
協
会
計
量

関
係
功
労
者
表
彰
の
記

事
中
、
写
真
と
名
前
が

一
致
し
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
関
係
者
の
方
々

に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

た
こ
と
を
お
詫
び
す
る

と
と
も
に
、
訂
正
の
う

え
再
掲
載
致
し
ま
す
。

（
編
集
部
）

全
国
で
計
量
制
度
見
直
し
説
明
会
 

8
月
下
旬
は
仙
台
、広
島
で
実
施
 

東京都 

　
日
本
電
気
計
器
検
定
所

（
日
電
検
、
大
野
昼
夫
理
事

長
）
は
9
月
6
日
、
東
京
都

品
川
区
の
き
ゅ
り
あ
ん
で

「
J
E
M
I
C
フ
ォ
ー
ラ
ム

2
0
0
6
」
を
開
催
す
る
。

　
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
欠

か
せ
な
い
電
気
、
ガ
ス
、
水

道
メ
ー
タ
な
ど
の
ユ
ー
テ
ィ

リ
テ
ィ
メ
ー
タ
は
、需
要
家
、

供
給
者
の
双
方
か
ら
高
い
信

頼
感
と
安
心
感
を
得
る
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。
電
気
計
器

は
一
世
紀
を
超
え
る
長
い
歴

史
を
持
ち
、
現
在
も
一
般
家

庭
は
機
械
式
が
主
流
で
あ
る

が
、
高
度
な
電
子
式
計
器
が

業
務
用
取
引
の
ほ
と
ん
ど
を

占
め
る
よ
う
に
な
り
、
家
庭

に
も
普
及
し
始
め
て
い
る
。

　
今
回
は
、
電
気
計
器
を
主

と
し
た
最
近
の
メ
ー
タ
リ
ン

グ
シ
ス
テ
ム
の
動
向
が
テ
ー

マ
。国
際
電
気
標
準
会
議（
I

E
C
）
電
力
量
計
専
門
部
会

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
国
内
委
員
長

の
サ
ロ
氏
を
招
き
、
欧
州
に

お
け
る
メ
ー
タ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
の
現
状
と
、
欧
州
の
横

断
的
計
量
法
で
あ
る
欧
州
計

量
器
指
令
（
M
I
D
）
施
行

に
伴
う
法
規
制
に
つ
い
て
講

演
す
る
。ほ
か
、日
本
の
メ
ー

タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
に
関
す

る
最
近
の
技
術
、
評
価
方
法

に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
講
演
す
る
。

　
日
電
検
は
同
フ
ォ
ー
ラ
ム

を
、
多
く
の
人
た
ち
と
情
報

を
共
有
化
し
、
有
意
義
な
意

見
交
換
の
場
に
し
た
い
、
と

し
て
い
る
。

【
日
時
】
9
月
6
日
我
　
時
13

〜
　
時
（
懇
親
会
：
　
時
　

17

17

30

分
〜
　
時
）

19

【
場
所
】
き
ゅ
り
あ
ん
（
品

川
区
立
総
合
区
民
会
館
、
東

京
都
品
川
区
東
大
井
5

　

1
）
1
階
小
ホ
ー
ル

18（
懇
親
会
：
7
階
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
）

【
参
加
費
】
無
料
（
懇
親
会

参
加
者
は
1
0
0
0
円
）

【
内
容
】
▽
主
催
者
挨
拶
▽

来
賓
挨
拶
▽
「
電
力
会
社
に

お
け
る
電
子
式
電
力
量
計
シ

ス
テ
ム
」
東
京
電
力
㈱
技
術

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
主
任
青

木
徹
氏
▽
「
欧
州
に
お
け
る

計
量
自
動
化
の
拡
大
と
欧
州

計
量
器
指
令
（
M
I
D
）
の

動
向
」（
通
訳
あ
り
）
フ
ィ
ン

ラ
ン
ド
I
E
C
／
T
C
　
国
13

内
委
員
長

氏
▽
「
最
近
の
電
気
計
器
の

動
向
」
富
士
電
機
シ
ス
テ
ム

ズ
㈱
計
量
シ
ス
テ
ム
統
括
部

安
曇
野
工
場
技
術
部
長
長
島

優
氏
▽
「
ガ
ス
メ
ー
タ
、
水

道
メ
ー
タ
の
遠
隔
集
中
検
針

へ
の
取
組
」　
産
業
技
術
総

（独）

合
研
究
所
計
測
標
準
研
究
部

門
法
定
計
量
技
術
科
長
小
島

孔
氏
▽
「
ユ
ー
テ
ィ
リ
テ
ィ

メ
ー
タ
の
信
頼
性
評
価
技
術

の
考
察
」
日
電
検
技
術
研
究

所
グ
ル
ー
プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

加
曽
利
久
夫
氏
▽
閉
会
挨
拶

▽
懇
親
会

【
申
込
方
法
】
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
電
子

メ
ー
ル
ま
た
は
F
A
X
で
送

信
。
申
込
書
は
日
電
検
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（

）
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
。
定
員

に
な
り
次
第
締
切
。

【
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
】

日
電
検
標
準
部
標
準
管
理
グ

ル
ー
プ
（
担
当
：
富
永
、
長

谷
川
）、
F
A
X
0
3

3

4
5
1

1
4
9
7
、
電
子

メ
ー
ル

計工連
（社）兵庫県計量協会

2006年度計量関係功労者表彰

J
E
M
I
C
フ
ォ
ー
ラ
ム
2
0
0
6

テ
ー
マ
は
メ
ー
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
動
向

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
か
ら
講
師
招
く
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